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様式第３号(第１２条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称  平成２４年度第１回吉川市介護福祉推進協議会 

開 催 日 時 平成２４年１０月１７日（水） 
午後３時３０分から 

午後４時３０分まで 

開 催 場 所  吉川市役所第２庁舎 ２０４会議室 

出席委員(者)氏名 

峯尾 武巳委員、中村 信委員、矢野 義光委員、 

戸張 英男委員、大脇 利彦委員、中田 眞矢子委員、 

越川 千春委員 

欠席委員(者)氏名  なし 

担当課職員職氏名 

 いきいき推進課 課長    伊東  孝 

いきいき推進課 課長補佐兼 

介護給付係長 本間 廣勝 

いきいき推進課高齢福祉係長 曽我 幸央 

いきいき推進課介護認定係長 飯田 智子 

いきいき推進課高齢福祉係  和田 秀代 

いきいき推進課介護給付係  互井 美香 

会議次第と会議の 

公開又は非公開の別 

（１）第４期吉川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の報

告について 

（２）地域包括支援センターについて 

（３）地域密着型サービス事業について 

非公開の理由(会議を 

非公開にした場合) 
  

傍 聴 者 の 数 ２名 

会 議 資 料 の 名 称 

１．吉川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の報告につい
て 

・第４期高齢者福祉計画のまとめ    （資料１－１） 
・第４期介護保険事業計画のまとめ   （資料１－２） 

２．地域包括支援センターについて 

・平成２３年度地域包括支援センター収支報告について  
（資料２－１） 

・平成２３年度地域包括支援センター事業報告について
（資料２－２） 

・平成２４年度地域包括支援センター予算について 
（資料２－３） 

３．地域密着型サービス事業について 
 ・条例制定について          （資料３） 

・第４期介護保険事業計画のまとめ   （資料１－２） 

会議録の作成方法 

 □録音機器を使用した全文記録 

 ■録音機器を使用した要点記録 

 □要点記録 
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会議録確認指定者  戸張 英男 委員、中田 眞矢子委員 

その他の必要事項  なし 

 

審議内容(発言者、発言内容、審議経過、決定事項等) 

 

開 会 

 

委員の紹介 

 

会 長 、 副 会

長選任 

 

 矢野委員 

大脇委員 

 

会 長 あ い さ

つ 

 

事 務 局 資 料

確認 

 

議事 

中村会長 

 

(1)第４期吉

川 市 高 齢 者

福 祉 計 画 ・

介 護 保 険 事

業 計 画 の 報

告について 

 

峯尾委員 

 

 

 

事務局 

 

矢野副会長 

 

事務局 
 

 

 

 

矢野副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長には引き続き中村委員にお願いしてはどうか。 

副会長も引き続き矢野委員にお願いしてはどうか。 

   一同了承 

 

 

 

 

 

 

 

議事の前に戸張委員、中田委員を議事録署名委員に指名する。 

 

（事務局説明） 

・第４期高齢者福祉計画のまとめ（資料１－１）、第４期介護保険

事業計画のまとめ（資料１－２）について資料に基づき説明がな

された。 

 

 

 

計画の中では、２３年度の数字は見込みで、この資料が正確という

ことであれば、認知症サポーターの人数などは、他の年度も違って

いるが、なぜか。 

 

齟齬が発見されたので修正した。 

 

配食サービスとは具体的にはどのようなサービスなのか。 

 

事業は業務委託で行っている。月曜日から金曜日の夕食を配ってい

る。その方の生活に合わせているので、月曜日から金曜日までの毎

日という方もいれば、月曜日・水曜日・金曜日だけという方もい

る。 

 

外出支援サービスは、１人あたり平均6.5回となるが、どのような支

援の仕方をしているのか。 
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事務局 

 

 

 

矢野副会長 

 

事務局 

 

峯尾委員 

 

 

事務局 

 

 

 (２)地域包

括 支 援 セ ン

タ ー に つ い

て 

 

 

 

 

( ３ ) 地 域 密

着 型 サ ー ビ

ス 事 業 に つ

いて 

 

矢野副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４)その他 

 

その他 

 

閉会 

 

対象者は要介護３から５で、在宅であり、非課税世帯の方。自宅か

ら病院、自宅から公共施設、自宅から冠婚葬祭に利用できる。病院

へ行く時の利用が多い。 

 

成年後見の対象者はどういう人が多いのか。 

 

ケアマネ、弁護士、行政書士が多い。 

 

ニュースでは後見人の犯罪が問題になっているが、後見人の研修な

どは行っているのか。 

 

市で行うのは難しい。専門性が必要。法人の方が適正な後見人にな

るのではないか。 

 

（事務局説明） 

・平成２３年度地域包括支援センター収支報告について（資料２－

１）、平成２３年度地域包括支援センター事業報告について（資

料２－２）、平成２４年度地域包括支援センター予算について

（資料２－３）について資料に基づき説明がなされた。 

 

  質疑なし 

 

（事務局説明） 

・条例制定について（資料３）、第４期介護保険事業計画のまとめ

（資料１－２）について資料に基づき説明がなされた。 

 

 

条例制定は、今の段階ではこれ以外にやりようがないと思う。埼玉

県では和光市をモデルにケア会議によって、対象者を絞ってやろう

としているがギャップがあると思う。住み慣れた地域で介護をやっ

ていくのが原則というのは確かにそうだとは思うが、吉川の場合、

外から流入してくる人もいて、地域ケアが進められるのか。若い人

が大都市に集中し、介護が必要な高齢者が周辺の地域に移ってく

る。対応する職員が得られるのか。地域包括はどのように進んでい

くのか。保険料の負担もどこまで高額になるのか。周辺地域は、ど

う考えていくのか、弾力的にいくことでいいと思う。 

 

  なし 

 

次回の開催については２月ごろを予定。 
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 以上、会議の内容に相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

   平成２４年１１月８日 

 

 

署名委員 戸張 英男     署名委員 中田 眞矢子 

 


